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COP10 関連情報   国際地球いきもの会議 
生物多様性条約について 

「生物多様性条約」は、国際的に重要な湿地を保全するラムサール条約や、絶滅のお
それのある野生生物を守るワシントン条約など特定の地域や種の保全にとどまらず、
包括的に生物多様性の保全や持続可能な利用を目的に、1992年にリオ・デ・ジャネ
イロで開かれた地球サミット（国連環境開発会議）で生まれました。この締約国会議
では、各種の国際的な枠組みを議論するため締約国がおおむね 2年ごとに集まり、
2010年には、生物多様性条約第 10回締約国会議（COP10）が 10月 18日（月曜日）
～10月 29日（金曜日）愛知・名古屋で開催されます。 

条約の 3つの目的 
・地球上の多様な生物をその生息環境とともに保全すること  

・生物資源を持続可能であるように利用すること  

・遺伝資源の利用から生ずる利益を公正かつ衡平に配分すること  

生物多様性条約 COP10/MOP5 における主要議題 

COP10では、第 6回締約国会議（COP6）で採択された 2010年目標「締約国は生物多
様性の損失速度を 2010年までに顕著に減少させる」の達成状況の確認とそれを踏ま
えた 2010年以降の条約実施の枠組みや遺伝資源を活用した食品、医薬品等の利益配
分（先進国と開発途上国間の調整）など、さまざまな議論が予定されています。 

 

 

 

 

 

四谷の千枚田と COP10 
生物多様性条約第 10 回締約国会議招致委員会(名古屋商工会議所・中部経済連合回・

愛知県・名古屋市)における同会議「あいち・なごや招致構想」コマ－シャル誌で地域

からの行動の展開「人の暮らしと自然が調和した里山のある風景」として掲載された。 

COP10では里地里山の生物多様性を担う「四谷の千枚田」がにわかにクロ－ズアップ。

各種団体の自然観察会、ウォ－キング、絵画教室、撮影会が頻繁に行われている。ま

た、大会期間中は公式エクスカ－ション会場として秀麗 鞍掛山と四谷の千枚田がおり

なす自然「里地・里山」が世界各国の人々に披露される。 

 

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
地
域
に
貢
献 

 

十
月
八
日
、
四
谷
の
千
枚
田
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

外
資
系
製
薬
会
社
Ａ
Ｚ
社
は
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
、
三
千
人
の
社
員
が
平

日
の
一
日
、
全
国
各
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
、
す
で
に
五
年
間
を
継
続
し

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。
四
谷

の
千
枚
田
で
は
社
員
二
十
二
名
が
Ｃ
Ｏ

Ｐ
１
０
関
連
会
場
と
な
る
「
ふ
れ
あ
い
広

場
」
の
環
境
整
備
に
汗
を
流
し
た
。 



稲
刈
り 

好
天
に
恵
ま
れ
た
九
月
二
十
九
日
午
後
、

全
校
児
童(

九
名)

に
よ
る
「
千
枚
田
稲
刈

り
」
が
行
わ
れ
た
。
田
ん
ぼ
に
は
子
供
よ

り
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
が
多
く
、
ビ
ッ
ク
リ

子
供
た
ち
は
張
り
切
っ
て
稲
刈
り
を
行

っ
た
。
軽
ト
ラ
で
積
ん
で
持
ち
帰
っ
た
稲

は
、
校
門
横
に
設
置
し
た
「
は
ざ
」
に
か

け
て
、
し
ば
ら
く
の
間
天
日
干
し
を
す
る
。

田
起
こ
し
か
ら
始
ま
っ
た
千
枚
田
活
動

も
、
い
よ
い
よ
大
詰
め
に
近
づ
き
つ
つ
あ

る
。 今

後
の
予
定
は
、
十
月
十
三
日
（
水
）

脱
穀
、
十
月
二
十
七
日
（
水
）
も
み
す
り
、

十
一
月
二
十
七
日
（
土
）
も
ち
つ
き
と
な

っ
て
い
る
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脱
穀 九

月
二
十
九
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門

学
校
生
達
は
四
谷
の
千
枚
田
で
田
植
え
、

田
の
草
取
り
、
稲
刈
り
は
ざ
架
け
と
丹
精

込
め
て
作
っ
た
稲
の
脱
穀
を
行
っ
た
。 

 

こ
の
体
験
学
習
は
同
校
の
校
長
補
佐

の
伊
藤
久
枝
さ
ん
が
「
将
来
、
食
の
プ
ロ

と
し
て
活
躍
す
る
学
生
た
ち
に
も
食
の

原
点
で
あ
る
米
つ
く
り
を
体
験
さ
せ
た

い
」
と
、
三
年
前
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

             

学
習
内
容
は
稲
の
生
育
調
査
の
ほ
か
田

ん
ぼ
の
生
き
も
の
な
ど
自
然
環
境
調
査
、

ま
た
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
等
に
つ
い
て

も
学
ん
だ
。 

同
校
で
は
秋
に
地
元
豊
橋
市
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
こ
の
体
験
で
収
穫
し
た
お
米

を
使
っ
た
料
理
等
を
例
年
出
品
し
て
お

り
、
今
年
も
実
施
す
る
予
定
。 

こ
ど
も
農
学
校 

こ
ど
も
農
学
校
で
は
「
ふ
る
さ
と
奥
三

河
の
大
自
然
の
中
で
食
と
農
を
学
ぼ
う

と
題
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
。 

 

そ
の
、一
課
程
と
し
て
子
供
達(

六
十
五

名)

は
千
枚
田
保
存
会
顧
問
の
高
橋
庄
一

の
指
導
で
稲
作
体
験
を
行
っ
て
お
り
、
九

月
二
十
五
日
に
稲
刈
り
を
行
っ
た
。 

 

景
観
環
境
整
備 

 

十
月
三
日
、
保
存
会
は
ふ
れ
あ
い
広
場
、

千
枚
田
入
り
口
付
近
の
草
刈
り
を
行
っ

た
。
九
月
四
日
に
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、

異
常
な
高
気
温
が
続
き
、
熱
中
症
な
ど
、

危
険
を
回
避
、
ひ
と
月
遅
れ
の
作
業
と
な

っ
た
。 

(

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業) 

               

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

一
本
に
つ
き
一
円
を
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
支
援

実
行
委
員
会
な
ど
に
寄
付
し
、
生
物
多
様

性
へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
や
、
自
然
と

の
共
生
に
向
け
た
取
り
組
み
に
役
立
て

て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

四
谷
の
千
枚
田
は
第
二
弾
、
第
三
弾
、

そ
し
て
第
四
弾
が
環
境
保
全
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
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藁
出
荷 

 

横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
は
四
谷
の
千
枚

田
保
全
支
援
と
し
て
毎
年
、
高
価
格
で
藁

を
購
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

 

生
産
性
の
低
い
棚
田
の
百
姓
は
思
わ

ぬ
ご
褒
美
に
、
横
浜
ゴ
ム
様
々
と
大
変
喜

ん
で
い
る
。 
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平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

う
ま
い
！
を
明
日
へ
！
第
４
弾 


